平 成 25 年 度 修 了 本 試 験
施行　平成26年1月　日
出題者　　 中島　義雄 　
科　目　地理情報システムⅡ　№１

問１． あなたは東海工業専門学校を間もなく卒業するため、就職準備をしているところです。就職先は遠いので、現在のアパートを引き払って新しい下宿先を探すのにGISを利用し、下表のように「利便性」「快適性」「経済性」の条件を考慮して、候補物件から一番良い物件を探して不動産業者と契約したいと考えています。このとき、設問（１）～（７）に答えなさい。
	条件
	具体的な内容
	優先順位

	利便性
	酒類販売するコンビニエンスストアに近い
	下宿から500m以内に酒を購入できるコンビニエンスストアがある
	高い

	
	駅から近い
	下宿は駅から1km以内である
	

	快適性
	日当たりが良好な地域
	土地の傾斜が南向き(南東・南・南西)の地域
	

	
	幹線道路から離れていて静かである
	幹線道路から100m以上離れた地域
	

	経済性
	当面2年間の経費が安い
	家賃、敷金、礼金、不動産屋の仲介料の合計が安い
	低い


（１）空間解析フローを下図のように考えたとき、空欄の(a)~(h)にあてはまる適切な語句を語群から選んで記号で答えなさい。なお、空間解析に使う用語は下表のように定義するものとする。
	インターセクト
	ディゾルブ
	クリップ
	バッファ
	ユニオン
	マージ

	２つのレイヤのポリゴンをお互いに分割しあう
	テーブルデータに基づき、同じ値のものを合体する
	ベクトルデータをポリゴンでくり抜く
	ベクトルデータから一定距離範囲のポリゴンをつくる
	ベクトルデータを合体する
	ベクトルデータを合体する
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語群：ア：インターセクト　イ：ディゾルブ　ウ：クリップ　エ：バッファ　オ：ユニオン　カ：マージ　キ：空間的位置関係に基づく結合　ク：属性結合
　ケ：空間検索　コ：属性検索　サ：語群に該当無し
	解答
	（ａ）
	（ｂ）
	（ｃ）
	（ｄ）
	（ｅ）
	（ｆ）
	（ｇ）

	
	
	
	
	
	
	
	


（２）フロー図の中のAとBの「選択」とは、具体的にどのような操作を要求しているか、それぞれ答えなさい。
	A

	B


（３）フロー図の中のCでするラスタ解析は、標高データからすることになっている。元の標高データがベクターデータ（ポイント）であったとき、このデータから解析するためのラスタデータを作成したものを一般的に何と呼ぶか。
	



（４）フロー図の中のDにある「便利」とEにある「快適」とは具体的にどのような条件の場所か、それぞれ答えなさい。
	D

	E


（５）フロー図の中のFでは、関連するデータとデータを結びつける操作が必要である。探している快適で便利なアパートの候補リストが完成しているとき、このデータと何のデータを結びつけるべきか答えなさい。
	



	(7)解答欄


（６）フロー図の中のFのようにデータとデータを結びつける場合の形態は、１対１、１対多、多対１、多対多の４つが考えられます。図の（ア）～（エ）の結びつきはそれぞれどのような対応の仕方か、また、その具体例を選択肢から選んで解答欄に記号で記入しなさい。なお、図中の数字は個を識別するコード番号（ID）で同じ番号はひとつしか存在しないものとする。（注：図、選択肢および解答欄は裏面）
（７）フロー図Fのリレート結合は、上記設問（６）のうちどの結合形態か。
	科
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	地理情報
システム
	学
科
	測量研究科
	学
年
	

	
組
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号
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名
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点
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　　　選択肢 ： a 社内恋愛、b 不動産と管理会社、c 大分類コードと小分類コード、d 生徒の氏名と学籍番号
	解答欄
	１対１
	１対多
	多対１
	多対多

	記号（ア）～（エ）
	
	
	
	

	選択肢a～d
	
	
	
	


問２．次の図形データと属性データをテーブル結合するとき、結合キーは何と何で結合させればよいか。
	 図形データ
	FID
	Data_type
	Chiten
	No.
	Yacho
	 (
解答欄
図形データの
と属性データの
)Color

	
	1
	point
	長久手町野田農
	0
	A
	Blue

	
	2
	point
	長久手町長鍬
	1
	B
	Yellow

	
	3
	point
	長久手町井堀
	2
	C
	Red


       
	属性データ
	ID
	No.
	Syurui
	Sho_Rin_han
	Jyusho 
	Kansokusu

	
	1
	76
	ホオジロ
	10－イ－3
	長久手町根の神
	6

	
	2
	89
	メジロ
	1－ニ－1
	長久手町杁ヶ池
	9

	
	3
	2
	ウグイス
	3－ハ－12
	長久手町岩崎町
	3

	
	4
	14
	ツグミ
	8－ロ－7
	長久手町岩崎町
	

	
	5
	37
	スズメ
	2－ホ－3
	長久手町長鍬
	


問3．次の文章を読んで設問に答えなさい。
[bookmark: _GoBack][image: ]ある町ではここ数年人口が急激に増加しました。人口統計データを見ると、レクリェーション施設が充実しているこの地域へ多くのファミリー世帯が移転したことが原因と考えられます。この人口増加に伴って既存の学校の生徒数が増えたことから、もうひとつ新しい学校を建設することになりました。都市計画責任者であるあなたの仕事は、データをラスタ解析して学校の建設用地として最適な場所を探すことです。入手したデータは下表のとおりです。
	データ一覧
	データセット
	データ内容

	
	A：標高 
	対象エリアの標高を表すラスタ データセット 

	
	B：土地利用 
	対象エリアの土地利用タイプを表すラスタ データセット 

	
	C：レクリェーション施設
	レクリェーション施設の場所を表すポイント フィーチャクラス 

	
	D：学校
	既存の学校の場所を表すポイント フィーチャクラス



（１）ラスタ解析手順については、右図のように構想しました。入手したデータのうち、A~Dに関連してあなたの考える学校建設の条件をそれぞれ１つずつ理由とともに挙げなさい。
	解答
	A　[平らなところ]：該当エリアは山地なので、建設用地として比較的平坦な土地を探したい

	
	 (
（ア）
（イ）
)B　[レク施設に近い]：子供が課外活動に行きやすいようレクリェーション施設の近くがよい

	
	C　[既存校から離れている]：学校を町全体に分散させるため、既存の学校から離れた位置が望ましい

	
	D　[利用適地]：土地現況が、水域(川や池など)や湿地では建設不可能、他の地域は優先順位をつけて検討する


（２）データセットの作成で、ベクトルデータ（点）からラスタサーフェスを作成した。このとき、ベクトルデータ（点）の無いエリアにもラスタのメッシュが作成される。このメッシュのサーフェス値はどのようにして作成されるか、一例を挙げよ。
	隣接するベクトルデータ（点）の標高値と距離に基づいて、加重平均値がとられる



（３）データの加工では、ラスタ解析する上で重要な作業工程（ア）がある。この作業の名称とそれを行う理由について、講義中に行ったことを思い出して答えよ。
	作業名
再分類
	理由　値を共通の縮尺で再分類するため（たとえば、適性解析で使用するため、またはコスト距離関数で使用するコスト ラスタを作成するため）。新しい情報に基づいて値を置換するため。特定の値をグループ化するため。


（４）（イ）に当てはまる適切な語句を答えよ。
	重み（ウェイト）
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平 成 25 年 度 修 了 追 試 験
施行　平成26年1月　日
出題者　　 中島　義雄 　
科　目　地理情報システムⅡ　№１

問1． ○○さん一家は、子供が中学校へ進学するのを契機に引越しを計画している。ＧＩＳを用いて条件に最も適合する物件を探したい。（１）～（３）の設問に答えなさい。

（１）引越しするのに適した物件とは、どのような条件要素が考えられるか、例にならって下記解答欄にあなたが考える条件要素を優先順に５つ記入せよ。（５つより多く解答しても得点にはならない）
	例　平坦地

	１


	２


	３


	４


	５




（２）上記（１）の条件要素を表現するのに必要なデータにはどんなデータが必要か、また、解析する内容を記入せよ。

	必要なデータ
	解析内容

	例　地形（傾斜）
	例　傾斜が緩いほど高得点

	１

	


	２

	


	３

	


	４

	


	５

	



（３）解析の手順を簡単に述べよ。（バッファリング、クリップ、インターセクト等の授業中に使用した用語は、説明なしに使用可）
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平 成 25 年 度 修 了 追 試 験
施行　平成26年1月　日
出題者　　 中島　義雄 　
科　目　地理情報システムⅡ　№２

問２．次の日本測地系から世界測地系への移行について述べた文章の（ａ）～（ｆ）にあてはまる最も適切な語句を語群から選んで、ア～カの記号で解答欄へ記せ。

　これまで日本でよく使われていた座標参照系は、日本測地系（TokyoDatum）に基づく経緯度座標系と日本測地系に基づく平面直角座標系でした。たとえば、森林計画図は、縮尺1／5000の平面直角座標系です。しかし、測量法が改正され、測地基準が移行し2002年4月1日から世界測地系が適用されることとなりました。
　世界測地系とは、地球を回転楕円体としてモデル化し、回転楕円体の中心を（ａ地球の重心）に一致させ、また、回転楕円体の短軸を地球の（ｂ自転軸）に一致させることによって、座標系と地球との関連づけを定義したものです。なお、世界測地系の定義を日本の陸域において表現したものは、特に、（ｃ日本測地系2000（JapaneseGeodeticDatum2000））と呼ばれています。したがって、今後は、日本測地系2000に基づく経緯度座標系と日本測地系2000に基づく平面直角座標系に移行していくことになります。
　世界測地系は、VLBI（遥か遠くにある星からの電波を解析することによって、非常に高精度に測量する技術のこと）やGPS測量によって明らかとなった地球の正確な形状と大きさに基づき、全世界において最も地表面に沿うような面を持った回転楕円体（ｄGRS80楕円体）を測地基準にしているものです。
一方、日本測地系は、明治時代に採用した（ｅベッセル楕円体）を使用しており、この回転楕円体の中心は地球の重心と一致していません。さらには、（ｅベッセル楕円体）の面が、東京から離れるに従って徐々に高くなっていき、北海道では平均海面よりも約50mも高くなっていました。
　こうした事情により、日本測地系で表されている地点を世界測地系（日本測地系2000）で表すと、東京付近では、北西方向へ約450mもずれてしまいます。これは実用上大きな問題です。そのため、世界測地系へ速やかに移行することが望ましいですが、現場では、世界測地系へすぐに切り替えるわけにもいかなかったので、現在も計画的に変更されつつあります。
　なお、GPS測量で用いている（ｆWGS84（World Geodetic Systeml984））と世界測地系が用いているITRF94（InternationalTerrestrialReferenceFrame：国際地球基準座標）は厳密には異なりますが、ほとんど同一のものであると見なされています。

語群：ア　日本測地系2000（JapaneseGeodeticDatum2000）　イ　地球の重心　ウ　ベッセル楕円体　エ　自転軸
オ　WGS84（World Geodetic Systeml984）　カ　GRS80楕円体

解答欄
	（ａ）
	（ｂ）
	（ｃ）
	（ｄ）
	（ｅ）
	（ｆ）

	
イ

	
エ

	
ア

	
カ

	
ウ

	
オ




問３．地理情報システムの講義・実習で学んだことを測量の実務（成果品作成など）において活かすとしたら、どのようなことが想定されるか、あなたの考えを述べよ。
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